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災害を防ぎ、
災害に備える

　地震や大雨、台風などによる自然災害は、突然、思いがけないところで発生します。
自分や家族を守る「自助」、地域で助け合う「共助」、行政による「公助」など、

災害に備えるために、それぞれが役割を分担する必要があります。

石木ダム建設事業
（川棚町：川棚川水系）

長崎県で起きやすい災害
　本県には土砂災害危険箇所が16,231カ所あり、これは全国9位
の多さです。
　また、「山地が多く平地が少ない地形」「河川の傾斜が急で距離
が短い」などの要因により、土石流や地すべり、がけ崩れ、洪水、渇
水が発生する危険性が高い傾向にあります。
　これらのことから県は、土砂災害を防ぐ施設整備や河川改修、
ダム建設などを進めることにより、被害の防止、軽減を図っています。

　川棚川では、川の拡幅を進めてい
た平成2年においても、集中豪雨に
より384戸の浸水被害が発生してお
り、河川改修と野々川ダム（昭和47
年度完成）に加え、石木ダムの建設
によって将来の洪水に備えることと
しています。
　なお、石木ダムは、水源不足に悩
まされている佐世保市に安定した
水道用水を供給することも目的とし
ています。
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時津川河川改修事業
（時津町：時津川水系）

　時津町市街地を流れる時津川
は、川幅が狭いうえに、川沿いに学
校や病院などの公共機関や商業施
設が集中しており、昭和57年の集中
豪雨では650戸が浸水被害を受け
ました。
　この災害を契機として、将来の洪
水に備えるため、昭和63年に下流側
から河川改修を始め、今年3月には
河口から約500mほどの国道206号
古川橋までの拡幅が完了し、引き続
き、上流側の拡幅工事を進めてい
きます。

川幅を拡げるための護岸改修と古川橋の架け替えが完了
（平成28年3月）

川棚駅前交差点の浸水状況（平成2年7月）

大きな被害を受けた上流の長坂橋周辺（昭和57年7月）
※今年度着工予定
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